
■常時利用を可能とする場合には池の水
質をプールと同等にすることが求めら
れ得る。

■池の広さ、深さの見直し。カヌー練習
用のエリアとその他利用の区分。

■底質の検討(玉砂利・砂等の利用も）
■再整備後の運用の見直し
■ライトアップ、水車の活用、冬季の利
用検討

■池の水源を井戸水にしてはどうか？
■子ども達が近づきやすい護岸形状に

■水量の多い前川への子どもたち
の転落防止措置（遊歩道整備と
合わせて検討）もしくは注意喚
起のサイン設置等

■河畔の藪の刈り払いによる見通
し確保も安全対策として重要

■河畔のデッキ空間等の整備検討

■来園者に見て楽しんでいただ
ける植栽に導ける適切な管理
(現在の管理はボランティア
やシルバーに依存）。

■花も含めみどころづくりを。

■犀川での水の安全対策
➣日々管理のウェートが大きい 行政の連携も含め対応
整備された施設で川の安全教育、学習も重要

ゲートボール場跡は
あやめまつりの際に使
われる程度

■キャンプに限らない使い方の検討も必
要では？

■貸しコテージはどうか
■キャンプ用の電源、Wifi等へのニーズ
も対応が求められるので整備グレート、
サービス水準の検討が必要
(トイレ等サニタリー施設も含め）

■キャンプ重視⇔
地域の子供たちの体験利用
（ギャップ有）

■広さに課題あり
■自動車乗り入れがどの程度可能かの検討

■犀川方向を見てアルプスの見える
空間にするための植栽の再整備

■ビューポイントの検討
（例:橋の改修に合わせて）

■明科駅からの動線整備(魅力向上）及び駐車場
についても合わせて検討を。

（アイディア・指摘等）
・既存の駐車場規模も考えるとより重要
・駅前付近の民有地での貸し駐車場等の措置検討
・段丘地形の高低差を活かした回廊での公園への動

線確保
・休日は交通量が増える可能性

明科高校方面からの
動線の確保
（会田川の両岸を結
ぶ橋の検討）

■目的地化するような魅力あ
る建物整備

■センターハウス予定地周辺
の周辺の樹木の空間の扱い

子供の自然とのふれあいの
場もあるとよい
⇔景色が見えない

■パノラマビュー等を取り込
み景色を活かした施設に

■２つの広場の
一体化の検討

■親子・子供の遊び場
⇔カヌー発着点としての施設整備

■平坦面の拡大・休憩施設の補完
■既存管理棟利用検討
■SLの外観再生

❶ 新設予定のセンターハウスに必要な機能・規模の設定 (各種制約・運営条件等も
考慮しての適正配置の検討）

❷ 広場の確保や景観形成、一体的な動線確保に留意した施設規模及び配置
(建築・広場・園路等）と植栽再整備の検討

❸ 池の改修の具体像 ❹ キャンプ利用導入の要否 ❺ 水際の安全対策
❻ 明科駅からの動線・活性化策も含めた整備検討

基本構想の具体化にあたっての検討課題

【参考】基本構想での整備イメージ

文字色凡例

黄色：新規導入機能で建築物整備を伴い得るもの

水色：既存の水辺の利用・改修整備に関るもの

緑色:植栽整備に関係が深い事項

赤茶色:その他関連するご指摘

❹

❸ ❶❷

❷

公園一帯の施設整備に関する主な意見(第2回・3回協議会資料より作成）
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❺ ❶❷

資料５

❻

基本構想（資料3）の具体化にあたり、これまで犀川×前川かわまちづくり協議会で対象公園一帯の整備について検討
が進められてきています。協議会で出ている提案等の内容をもとに、今後の施設整備等の計画の具体化にあたっての検
討課題として次の❶～❻があげられています。



【課 題】

○規模・整備コスト

40人規模の宿泊施設を条件とした場合、施設の規模が相応に大きくなり整備コストも大きくなる。

○施設運営

公園から主要な車両動線が離れていて、前面交通量がなく立寄り型利用が限定される立地条件

のため、現状ではイベント時以外の利用は少ない。宿泊や飲食提供の運営の確実性が見えない。

○整備位置

地盤条件が決して良好な条件でなく、下水道の既設ルートも限られる中、整備可能な範囲が限

れられる。構想に示された場所または芝生広場が候補となるが、芝生広場は維持の声があり、

構想の場所には下水がなく、排水路の対岸まで接続する必要が生じる等、いずれも課題が残る。

→これまでおききしてきた要望やイメージを集約していくだけでは、将来的な施設運営の持続の確

実性が十分に見出せない状況

【対 応】

○宿泊・飲食提供の方向性がセンターハウスの規模や事業全体の枠組みを左右すること

から、これらの機能を常設する空間の規模を見定めるため、当該施設の運営に関心を

もつ民間事業者から提案や意見をうかがい、その市場性についての把握が必要な状況。

○センターハウスには、❶水辺利用のサポート、❷施設全体の運営、❸飲食・宿泊等に

よる賑わい創出が機能として求められているが、❶・❷としてまず必要な機能と規模

を見定めつつ、上記の調査結果を踏まえ、❸の機能の確保の方法・規模を見出す必要

がある。

○合わせて、周辺を含む賑わいの創出の方法について、時間軸での展開を見出すことも

必要。

【課題❶補足】 センターハウスの規模検討と具体化にあたっての課題

部屋数 収容人数 延床面積㎡

啼鳥山荘 11 120 1037.42

長峰荘 14 50 1452.23

天平の森 6棟 30 (コテージのみ）
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【左記の機能・規模のセンターハウス
整備費概々算】
○明科南こども園整備単価
約60万円/㎡(2018年当時）を現在の
価格に補正 72～74万円/㎡

○この額を整備面積に乗じると、建物
だけでおよそ10億円相当を要する
と推測される。

① 第4回協議会での提示資料（R05年度構想）をもとに規模を検討

② 平面プラン例作成

デザイン的な特色付け
を検討する前に必要な
諸室の面積を見出す作
業を実施。

関係者の意向ききとり
や参考事例等をもとに
収容人数、サイズ等を
具体に定め図化。

２F

左記のプランの規模の空間

【参考図】

【参考】市内の類似施設の規模

公共下水道

上水道

③ 課題と対応
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